
■ 取扱説明書どおりに使用する。
■ 圧力・衝撃を与えない。
■ 充電器やバッテリーは、付属品やメーカー指定のものを使用する。
■ 高温になったり、水にぬれる場所を避けて、適切に保管する。
■ 製品に異常(膨らむ、異臭がする、熱くなるなど)がある場合は使用しない。

お問合せ

■臨港消防署 ☎044-299-0119 ■高津消防署 ☎044-811-0119

■川崎消防署 ☎044-223-0119 ■宮前消防署 ☎044-852-0119

■ 幸 消防署 ☎044-511-0119 ■多摩消防署 ☎044-933-0119

■中原消防署 ☎044-411-0119 ■麻生消防署 ☎044-951-0119

川崎市消防局 予防部予防課 ☎044-223-2703

リチウムイオン電池は、繰り返し充電して使用できる電池で、

スマートフォン、ゲーム機器、コードレス掃除機など、身の周りのあらゆる製品に使用されていますが、

近年、火災が多発しています！！(Ｈ３０年～Ｒ４年に、市内で５９件のリチウムイオン電池火災が発生)

リチウムイオン電池が使用されている製品の例

モバイルバッテリー 電子たばこ 電気シェーバー 電動歯ブラシ ゲーム機器 タブレット コードレス掃除機

■ 電池一体型の製品は、無理に電池を取り外さない。
■ 電池を取り外せる場合は、端子部分をテープなどで覆う。
■ 一般ごみに混ぜるとごみ収集車の火災につながるため、絶対に他のごみに混ぜない。

■ ＰＳＥマークが付いていて、製造・販売元が明示されている製品を使用する。
■ リコール情報をチェックし、リコール対象製品は使用を中止する。

コードレス掃除機のバッテリー

（製造メーカーが使用を推奨し

ていない非純正品）を充電中に

出火した。

一般ごみと一緒に出されたリチ

ウムイオンバッテリーが、ごみ

収集車の中で、押しつぶされて

出火した。

モバイルバッテリーを充電中

に、突然出火した。

スマートフォンをズボンの後

ろポケットに入れていたとこ

ろ、圧力がかかり、ショート

して出火した。

誤った使用方法による火災を防ぐ

誤った廃棄方法による火災を防ぐ

製品自体の欠陥による火災を防ぐ

リチウムイオン電池の火災を防ぐポイント

https://www.nite.go.jp/jik
o/chuikanki/poster/kaden
/19102401.html

こちらから
再現映像を御覧ください。

リコール製品の
モバイルバッテリーから発火

ごみ収集車で発火・破裂

https://www.nite.go.jp/jik
o/chuikanki/poster/kaden
/17072701.html

https://www.nite.go.jp/jik
o/chuikanki/poster/kaden
/23062701.html

高温下に放置して発火

外部から衝撃を受けた時や、
充電中に発生する火災が
特に多いんだ！

イラスト出典：（公財）日本容器包装リサイクル協会


